
はやかわとく

はやかわとくじ 早川徳次 明治 14 ・ 10 ・ 15 山烈県に生ま

れ， 明治 41 年早稲凹大学法科を卒業， m満洲鉄道株式会社総裁

後藤新平をしたっ て同社秘書課に入ったが， まもなく 後藤総裁

の逓信大臣就任 とと もに辞職 して帰国 した。 そして後藤活相に

日i うて中部鉄道管J!Jl局 (新橋) に就職 し ， さらに転じて新橋駅

(現汐留駅) 員 とな り ，翌年高野主主山鉄道株式会副 に招かれて支

配人をつとめた。

大正 3 年ヨ ーロッ パに渡 り ，

ロンドン地下鉄を見た彼は L:東

京名物満員電車1 と 俗訴に歌わ

れ る東京 r!fl[の行詰り を想起 し ，

将来の都市交通の中枢を これに

求め， 帰国早々地下鉄の創業に

↑N f.!\ を信liナ，同 6 年東京軒 (\I!地

下鉄道株式会社を起こして， 路

線の新設免 ，ì'1 を 申 』Jl した。 と こ

ろが有力な競即日が 3 社も現われ

また lìíj後 して起 こ った I~ 界的大

恐慌などのため進展せず， 関東

大震災のため事業に終 止符を J'T っ たかにみえた。しかし彼は服

せず， 大正 13 1f に 仁野 ・ 浅草1: \]. 2 ， 2 km の東京地干鉄道株式会

中1 の路線建投を I)~ 芯， ド イ γ 人位向11 ノレ一 ドル フ ・ ブリ ス ケ を招

じて本栴的の工事~& a l にと りかかっ た。 そし て I".7J 1 4 年わが J I .I

披初の地下鉄起工式が挙行 された。 彼が地下鉄の免 ~rl を 1 11 ，i，'i し

て より B 午後であ る。

~ く未経験の地下鉄工事[t嫌渋をきわめ ， 3 年近 く かか っ て

昭和 2 年ょ う や く上野 ・浅草間の開通をみた。 最，.'.; \..、 て | 野 ・新

橋間の 7 ユ厄;を順次し ゅん成 させ ， l;iJ 9 1j 全 I~: I: \J 7, 997m が開

通 し た。

地下鉄新t.ß駅椛l付 には ， Af{平日 16 {fに :mí!). ・ 株 1 ・ 社員 I，'J が

建立した し判長早川徳次像1 の銅造)胸像が雑îl~の :ftf衆を見守っ

ている。昭和 17 ・ 11 ・ 29 東京幡 ケ谷の j' I )\;];に州没，多 lft，; ;A~ j也にi叩

葬された。 (筏崎同日11)

はらぐちかなめ原口 要 芳;永 4 ・ 5 ・ 25 進!餅伊織の ::: 1;

と して ßE fì íj j]s! (長崎りよ ) にう まれ， 明治 2 ~r叔父の JJ， 隊員長 I: JJll 口

謙介の養子 となる。 11日成学校 (のちの東京子TJ 岡大学) において工

学を修め ， fiiJ 7 年同校鉄道部教ti 7 ラ サ ン クに従， ' J J!F ・ WlU

IHJ，中fl li辺守 を凶作 I1時 lli:L ， 村に，碓氷山 l ， 平日 1 11 11、制寺をm fi

し，中fl jl近幹線35の ィ、 I JTを決定的にし た。

明記1 8 ~1 米同ト ロイ 1(.1 工科大

空/ に関学 L ， 同 11 {f同t交を l，(f Jfli，'

卒業 iを ， ニ ュー ヨ ー ク橋 りょう

(梁) 会 ? J に入 ，) ， 次いでベ γ シ

ノレパニヤ鉄道会? I の肢印11 に /1ぜ

ら れ， フ ィラ テ' ノレ 7 イヤ付 近の

鉄道建設工事をm.当 して成功，

大いに'ii:賛を |事 した 。 'Yl治 13 年

帰国後， 東京Im:l( 印l i l主と してlÏï

区改正， 水道およ び下ノ水'j( j辺白改 l以'l ，

A川1

年北l陛控2欽人 i巡E会 ;付i の もと めに応じ

て敦Tれl' 窃山 l: iJUtl*紘)の線路

逃定実測を1ni与 した。こ えて向 15 年鉄道ri 'に入り ， 13 本鉄道 ・

甲武鉄道な どの建l没を監督 し ， また東海道幹線当日を :J:現せ しめ ，

自 ら横浜 . ìr.i lt問鉄道一建設のHíl軍 に 当たった。 'YJ 治 2 1 '~ 工学

博士に推され.24 年の濃尾大地震に l工作 1 ' 1-'建築課長と し て 災担

復旧の総JH加をと っ た。

明治 27， 28 年目的戦争には大本何千! となり ， 臨時鉄迫隊を組

織，これが総指仰をと り ， 戦後そのりJに よって勲コ ~f Prf，j宝 ï';t:を

受け， 従川{立に叙せ られた。 I"J 30 {toc ，、 っ たん'，. ç を~n ， 台湾鉄

道 ・ 大阪鉄道写の断I: H を勤めたが ， 38 {ド 1呼ひ~品 ([; '(;鉄道阪wn と

な り ， 1,'1] ，-~ j改 !付のm きに応じて赴任 ， 鉄道阪Ill] 'Y\ と して山悶鉄

路経営に参 jl刊するとと もに， 多数の iî'I Jl4妓術学 ' 1 を養成して 口

7 1 !f鉄道界の m~~! ， 税 "y，; に初めた。~，M'H査は， 新橋 ・ 上野 n i1/.':j 架

鉄道のkI!，没と 丸ノ 内に中央f.'> "'ij,) OtO;U90 の HErl fど;iI ~lij ， また

大 IE 9 if *大限重f.\ 会長の Fに'，'(i! lü:J; j且協会両11 0 H:.こ就任して

鉄道界のために尽 くし たが ， 11日和 2 ・ 1 ・ 23 牛込の 1 '1 宅で病没し

た。 (矢 口 医師)

はらだしんぎ原田真義 文久 1 ・ 4 ・ 3 江戸浅市 橋場に '1

ま る 。 父は石 iJ\r'i 'rl の れ ι訟で ;!; ，っ たが， のち浅 i， '( { と 川戸に武術

泊場を ]m き 門店(; 1 ， 000 人に及んだと いう。 維新 iをし 、 た く I免税 し ，

少{r U!j ( l:: ltつλ、 さに$敵をなめ ， IYl�� 8 {j 一 1 5 才 のこ ろ製本峨 「

と な り ，"'，" 'f:)) lí , ]"J 11 { j ころ " J l1、行仰 と なった。

明治 1 5 {ド，，'J11: 'Ií 参 'J叫んの ， IL :L / I となり ， ],'J 24 {j 鉄道 I j ' k:r. ，こ

転 じ ， f.L\ ， ;'~~~~造法 ・ 鉄道1:\' ~~t.1、吋;..起 叩 L. ， ま t.:.$j，迫 ] lil イ ! に 先

だっ て ， その調 行ならむJこ ~j; ;ωi:，:，t守 ì1、 悦 を作 っ た。

こ れより 先.日'.4ì 'jiJdc/'i:の l\i尚 iJHn j白株式会 tl í: 1 1立 の υ、 )且 1'1' 11);:

に も 献身し ， こ れらの功綜に よ っ て IY J ìfì4 1 年以;泊F:"L 参 ' J ，:，ニ進

み ， '!;!ií ， !ru!~4 十 干 に :íli さ .!t た。

鉄道 ]1il'l1' 11'( 後の在、初、は ， *t ,;] 400 マイル止 Lづ 微力なものと

たっ たが ， IifJ 治 43 { j :W'.1.' Î" jìí il 、 ， さ らに '~;l.{I'. I符(山鉄道 Mì llJJU、を

起 1'，\ L ， こ れによ って ， い しゅ くした仏t ・1i~Jtよな /11. 例 させ る 41-

ど ， 鉄i且U、腕のうえに残 し た j己跡は大 きい。 明治 45 ・ 7 ・ 2 ， 52..]' 

を も っ て州 ill:し た。 (筏配T 川J'!I: )

はんおうかもっとっきゅう 汎欧貨物特急 (仏)Trans 

Europ-Ex press-Marchand i ses 時称 TEEM ヨー ロッ パ 1 3 �:'1i 

]ii1 (jllj ドイ/ ， オ ー ス ト リ ア ， ベ ノレ ギー，ず γ マ ー ク ， ス ベ イ

γ ， フ ラン ス ， イ ク リ ア ， ノレクセ ンブ ノレ ク ， ノ ノレ ウ ェー ， オラ

ン ダ ， λ ウエ デン，ス イ λ ， コ ー ゴスラ ビ 7 ) の If \ Jに必定さ

れてい る ] 1 :1 際 1'\物 1'i:，;"， jl] l]' を し ヴ。次に TEEM の 目 的，村長，

j'Jj転の概必を述べゐ。

1 I 1 的 TEEM は I j~際貨物輸送に t; ， 、 て l竹 大するト ラ ッ

ク の競争に対抗する方策を検討する ために』没け られた I司際欽.ì i"î

Æ合会の特別研究fJ!の勧行に扶づいて ，没定さ ，j lた ものである 。

TEEM は 'k '{'l (I':Jに鉄道の欧州共同市場(EEC) と も い うべ き

ものであ っ て ， その j'Jj転に よっ て Ikl J:?1の jlfJ l \l.lf統 ， 国の政↑JI の

村 |違によ る %ま ぐれな取扱い， iF I山l の m;企 ， その他の飯維な事

柄を克服し，予;jj ;(; 人に対 しi品述刊と j， itMJ の より大きい貨物輸

辺を提供 し ， ま た鉄道が泊路 ・ I}、l 水路お よび航空路の各愉j基機

関から受ける競争に対 して ， いづそう」く 対処する こ とを 1 1(1'-)

と する。 1 957 . 6 ・ 2 '，:汚染を開始 し!ぷ J))を 収め 亡 い る 本 汎 l<j~ 作，己

(TEE) に範をと って ， 1961 ・ 5 ・ 28 Iこ '.;;S;佐を IJH始 した も ので，欧

州 22 íÏ)i 1 1i1の鉄道がIJll r.江す る 欧州貨物列車時刻表会議後情 (CE

H) の 'J \ Xょの~ tiH として巡'I;;~' さ れてい る。

2 判長 TEEM は特別の条例 の 卜 に制定の紙路で J型転さ

れる 。 これ らの列 ' 1 ' は ， すべて 85- 100 キ ロ の緑川時速を も ち ，

Al低、ド J勾 I I!j 速は 4 5 キ ロ である。 ま に半II!j jlli'lk; ;,: {i'(1 似す る ため，

iは大山 '[， は 1 ， 000 〆 ロス ト ンと し， タ tJ 'I ' 中:長は析1 幅h数て， 100 ~qh 

fどこえない よ うtJl í.L さ れている。

TEEM の国境に おけ る刊" ' 1 '"刊行は， 2 II!rli\ J をこえてはならな

い。 同境における泊 11\1に IYIす る 干統をすみやかに行なうために，

これ らの手続はで きる か ぎ り 列市内で行な う ように しなければ


